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豊田 PCB 廃棄物処理施設の防火区画間仕切壁について 
－耐火間仕切壁の耐火認定取消に対する対応－（報告） 

 
１．耐火認定取消について 

 豊田 PCB 処理施設の防火区画間仕切壁は、ニチアス(株)の製品を使用し

た耐火壁としています。施設完成後、平成 19 年にこの耐火壁の耐火認定取

得に関する不正行為が判明したため、10 月 30 日付けで国土交通省が認定

を取り消しました。 
 この結果、建築確認申請の審査時点では問題なかったものが現状では「未

認定構造」により建設されたこととなってしまいましたので、その対応状

況を報告します。 
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２．対応経過 
 平成 19 年 10 月 30 日の認定取消を受けて、本年 1 月からニチアス(株)、(株)
大林組（建築施工）、(株)クボタ（設計）により、以下の対応を実施してきま

した。 
(1)ニチアス(株)の対応について 

 基本的に、実際の建築物で施工された耐火壁構造そのもので耐火認定試

験を再受験し、それぞれ合格させて新認定防火壁とすることで既存建築物

の構造性能を確認してきました。 
 その上で不合格のものについては、最小限の改造（片面に石膏ボードの

重ね張りなど）で耐火認定試験を受験して新認定防火壁とするとして、

JESCO に是正案を提示しています。 
 

(2)豊田 PCB 廃棄物処理施設の調査 
 豊田施設は、建築基準法上は「準耐火建築物」となっており、通常の防

火区画では【準耐火６０分】性能が必要ですが、当時はさらに一つ上のグ

レードである【耐火１時間】性能で設計されていました。また、施設の詳

細調査をおこなった結果、ニチアス(株)の製品を用いた５種類の施工方法

を使用していることを確認しました。 
（参考）耐火性能試験ではバーナーを壁に吹き付けて加熱し、１時間後に 945℃になった

時点でバーナーを止めて加熱の反対側の温度を測定して壁の性能を調べる。 
 準耐火６０分性能：１時間後に加熱側の反対側で平均温度が 160℃を超えない、かつ

反対側の全ての位置で 200℃を超えない。 
  耐火１時間性能 ：バーナーを止めてからの余熱でも加熱側の反対側で平均温度が

160℃を超えない、かつ反対側の全ての位置で200℃を超えない。 
 
(3)調査結果 

a)処理エリア（約 12,000ｍ２）：現状の仕様で新たに【耐火１時間】性能

試験を受けて合格しました。 
b)エレベータ部（約 860m2）：豊田市建築相談課の判断を伺った結果、現

状の仕様で【準耐火６０分】性能試験に合格すれば、建築基準法上クリ

ア。（自社試験では合格の数値を示しています。） 
c)見学者通路の中央制御室周り及び事務ゾーン階段（約 830m2）：現状で

は性能不足であるため、補強することで必要性能を満たすこととしてい

ます。（公的試験はまだですが、自社試験では合格の数値を示していま

す。） 
d)豊田市消防本部予防課に報告しましたところ、建築相談課の指導に従っ
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て改善すればよいという見解を頂きました。 
 

３．５月以降の対応に関して 
(1) 行政対応 

①ニチアス(株)から国土交通省に上記の状況を報告します。 
②豊田市建築相談課（建築基準法の許認可担当部署）に現状報告及び是正

計画書を提出します。 
③改修工事を始める２週間以上前に豊田市消防本部予防課に危険物一般取

扱所の防火区画を改修する旨の変更申請を行います。 
    
 
(2) 改修等 

 改修工事は、操業との調整、廃棄物処理法、消防法等の必要手続きを取

りながら実施することとなります。なお、工事の実施は新認定番号が取得

できてからとなるため、早くて今年の 10 月以降となる見込みです。改修工

事期間は約２週間を見込んでいます。 
    改修が必要な部分は全て事務ゾーン（見学者通路を含む。）であり、現

状でも準耐火６０分程度の性能は有しています。 
 
 
４．添付 

(1)各部位に関する対応状況表 
(2)各階平面図 



添付１ 各部位に関する対応状況

　　　　　　　　　　　　下段：補　　強　　案 （㎡）
実施日 受験時期(予定) 結果

1～7Ｆ

EV(1)他 本1不合格の場合→

廻り 補強案で対応

1～7Ｆ

階段(1),(2)

(2A)廻り

現状仕様で準耐火60分は合格

2,5～7F 認定番号QP060-NP0010　※

EV(2)廻り

現状仕様で準耐火60分は合格

3,4～7F 認定番号QP060-NP0010　※

階段(2),(2A) 認定番号FP060NP-0095　※

廻り

予3 耐火1時間×

6,7F 予4 準耐火60分△

階段(2A)廻り

5F

中央制御室 認定番号FP060NP-0093　※

廻り

※・・・間仕切壁耐火試験で合格した構造の番号

4 　　　　

耐火1時間〇 本2 耐火１時間

準耐火60分

予5 本3

本4

認定番号取得済み

公的試験
受験仕様

準耐火60分

公的試験

ケイカル板Ｔ６（表）＋ＰＢ１２．５（対称）下地ＬＧＳ　W100 2008/1/21 予6 耐火1時間〇 2008/2/8 耐火１時間 合格

不合格

⑤ 12,000
1～7Ｆ

処理ｴﾘｱ他
対応不要

認定番号FP060NP-0108（断熱材無）　※
　　　　　　FP060NP-0109（断熱材有）本5

2008/3/17

2008/3/5 2008/8頃

認定番号取得済み

④

部位
番号

ＰＢ１２．５（表）＋ケイカル板Ｔ６（対称）下地ＬＧＳ　W100

該当階

　　　　　　　　　　　　上段：現　状　仕　様

ＰＢ側にケイカルＴ６増貼

①

②

ケイカル板Ｔ６＋ＰＢ１２．５（非対称）下地ＬＧＳ　W65

③

備　　考
予備試験

2008/8頃

2008/8頃2008/3/6

公的試験
現地での対応

予備試験結果
〇不合格

△判定微妙
×不合格

概算数量

100

ケイカル板Ｔ６＋ＰＢ１２．５（非対称）下地ＬＧＳ　W100

60

強化ＰＢ　Ｔ１５増貼

60

ケイカル板Ｔ６（表）＋ＰＢ１２．５（対称）下地ＬＧＳ　W65

ＰＢ側に強化ＰＢ　Ｔ１５増貼

強化ＰＢ　Ｔ１５増貼

2008/2/21

対応不要

補強案で対応

補強案で対応

耐火1時間〇 耐火１時間

①'

ケイカル板Ｔ６＋ＰＢ１２．５（非対称）下地ＬＧＳ　W100 2008/2/22

800

2008/2/22

ＰＢ側にケイカルＴ６増貼 2008/3/6

本1

570

2008/8頃

2008/8頃予2 耐火1時間〇 本2 耐火１時間

予2

補強案で対応

本1合格の場合→現状のまま

予1 準耐火60分〇 本1 準耐火60分

予1 準耐火60分〇

補強案で対応

②'

ＰＢ１２．５（表）＋ケイカル板Ｔ６（対称）下地ＬＧＳ　W100

100

65

65

10

10

100
















